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医
学
史
に
関
す
る
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
日
本
医
史
学
会

で
寺
畑
喜
朔
氏
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
、
岡
田
も
二
、
三
の
機

会
に
発
言
し
て
き
た
。

さ
き
に
も
の
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
日
本
精
神
神
経
学

会
の
前
身
・
日
本
神
経
学
会
の
機
関
誌
「
神
経
学
雑
誌
』
の
創
刊

の
日
が
わ
か
ら
な
い
。
製
本
さ
れ
た
そ
の
第
一
巻
を
い
く
つ
か
の

所
で
み
、
第
一
巻
を
所
蔵
し
て
い
る
人
に
問
い
合
わ
せ
も
し
た
が
、

や
は
り
わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
小
峰
研
究
所
に
製
本
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、
明
治
三
五
年
四

月
一
日
と
わ
か
っ
た
。

一
九
○
二
年
に
発
足
し
た
日
本
精
神
神
経
学
会
二
九
三
五
年
、

日
本
神
経
学
会
か
ら
改
称
）
は
今
年
創
立
一
○
○
周
年
を
む
か
え

る
。
そ
の
記
念
誌
編
集
の
た
め
に
、
小
峰
研
究
所
に
製
本
さ
れ
ず
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製
本
お
そ
る
べ
し

Ｉ
『
神
経
学
雑
誌
」
の
ぱ
あ
い

Ｊ１

岡
田

靖
雄
・
小
峯
和
茂

に
ほ
ぼ
全
冊
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
『
神
経
学
雑
誌
』
二
九
三
五
年
か

ら
は
『
精
神
神
経
学
雑
誌
」
）
を
全
部
点
検
す
る
機
会
を
え
た
。

い
ま
ま
で
み
て
き
た
、
製
本
さ
れ
た
も
の
は
、
本
文
を
の
ぞ
き
、

表
紙
お
よ
び
広
告
部
分
を
全
部
は
ず
し
て
い
た
。
初
期
に
は
発
行

年
月
日
は
表
紙
の
右
肩
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
の
で
、
製
本
さ
れ
た

も
の
で
は
発
行
年
月
日
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
製
本
に
あ
た
り
は
ず
さ
れ
た
部
分
に
、
会
務
に
関
す

る
、
き
わ
め
て
重
要
な
情
報
の
の
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

第
一
は
、
編
集
人
、
発
行
人
、
事
務
所
所
在
地
で
あ
る
。
と
く

に
、
事
務
所
は
東
京
府
巣
鴨
病
院
内
の
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

精
神
病
学
教
室
内
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
他
に
う
つ
っ
て
い
た
時

期
が
あ
り
、
そ
れ
は
発
行
人
（
内
科
系
）
の
住
所
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
総
会
議
事
や
会
の
規
則
、
役
員
名
も
会
告
と
し
て
、

本
文
外
の
広
告
欄
に
の
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

第
三
に
、
役
員
が
投
票
に
よ
り
え
ら
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
投
票
用
紙
も
の
こ
っ
て
い
て
、
主
幹
、
評
議
員
な
ど
が

在
京
会
員
中
か
ら
選
挙
さ
れ
て
い
た
（
実
は
、
日
本
精
神
神
経
学
会

は
一
九
五
四
年
に
、
評
議
員
選
出
を
投
票
制
に
す
る
た
め
に
、
長
時
間

の
総
会
を
し
て
い
る
）
。
同
時
に
、
東
京
外
各
地
か
ら
協
賛
委
員
を
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委
嘱
し
て
い
て
、

第
四
は
、
ド
イ
ツ
語
文
神
経
学
年
報
《
《
ｚ
２
３
－
侭
田
》
〉
が
発
行

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
製
本
さ
れ
た
も
の
を
順
次
く
っ
て
い
く

と
、
欠
号
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
が
い
く
つ
か
の
図
書
館
の
も
の
で

一
致
し
て
い
た
。
製
本
中
に
偶
然
の
こ
さ
れ
て
い
た
広
告
部
分
か

ら
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
語
文
神
経
学
年
報
に
相
当
す
る
と
推
定
で
き

た
。
雑
誌
所
蔵
目
録
か
ら
、
東
京
大
学
医
学
図
書
館
に
そ
の
一
冊

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
あ
た
ら
し
い
目
録
か
ら
は
き
え
て

い
て
、
現
物
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
峰
研
究
所
所
蔵
の
も

の
か
ら
、
一
九
○
九
年
、
一
九
二
年
、
一
九
一
二
年
、
一
九
一

三
年
に
、
別
料
金
の
臨
時
増
刊
と
し
て
四
冊
で
て
い
た
こ
と
を
確

認
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
『
神
経
学
雑
誌
」
に
の
っ
た
主
要
論
文

い
く
つ
か
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
、
論
文
抄
録
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
創
刊
号
が
う
り
き
れ
て
再
版
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
、
の
ち
の
東
京
精
神
病
学
会
に
発
展
す
る
精
神
病
科
談
話

会
の
発
起
人
に
呉
秀
三
の
名
が
は
い
っ
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
っ

た
（
そ
の
後
の
談
話
会
運
営
は
呉
を
中
心
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
だ

がナアノヒ
…

0『
神
経
学
雑
誌
」
の
欧
文
題
名
は
、
《
宮
２
３
－
（
閃
冨
〉
①
ヨ
ｏ
ｇ
‐

耳
里
一
〕
置
茸
雷
吋
ｚ
①
巨
日
盲
哩
①
》
も
の
旨
冨
呉
風
①
》
勺
望
卑
５
旨
唱
①
匡
邑
Ｑ

く
①
吋
言
画
呂
房
君
耐
滞
易
の
冨
洋
①
邑
署
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
後

一
九
二
○
年
六
月
の
第
一
九
巻
第
六
号
か
ら
欧
文
題
名
は
《
乏
呂
‐

禺
○
さ
四
四
〉
四
］
四
℃
画
ロ
①
開
当
○
口
門
口
巴
旦
ｚ
①
宮
吋
○
さ
ぬ
ぎ
も
望
の
巨
胃
ご

四
目
界
胃
冒
旨
賜
》
》
と
な
り
、
一
九
二
七
年
八
月
発
行
の
第
二
八

巻
第
一
号
か
ら
、
《
ｚ
２
３
さ
四
四
ゞ
風
月
冒
○
目
厨
ｇ
国
庫
言
Ｈ

ｚ
ｇ
ｇ
痘
肘
》
勺
の
胃
三
自
国
①
戸
冒
・
勺
望
ｇ
三
○
四
屯
》
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
変
更
に
は
、
ド
イ
ッ
ヘ
の
評
価
と
編
集
者
の
交
代
と
が
影

響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
と
な
っ
て
か
ら

の
欧
文
は
《
《
房
旨
巨
胄
禺
圃
》
２
ｚ
①
昌
巳
侭
冨
冨
冒
己
８
》
》
で
あ

つ
（
》
Ｏ

こ
う
い
っ
た
情
報
が
製
本
に
よ
り
う
し
な
わ
れ
て
い
た
。
く
り

か
え
す
が
、
製
本
お
そ
る
べ
し
。
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２

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
、
小
峰
研
究
所
）


